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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月9日(2017.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前側に遊技領域を有する遊技盤と、
　遊技球を前記遊技領域から排出するアウト口と、
　遊技球が入球可能な入球手段を有し且つ前記遊技領域における前記アウト口よりも上側
に配置される入球装置と、
　磁気を検知可能な磁気センサとを備えた
　遊技機において、
　前記入球装置は、前記遊技盤に対して前側から装着される前装着体と、前記遊技盤及び
／又は前記前装着体に対して後側から装着される後装着体とを有し、
　前記磁気センサを支持するセンサ支持部を前記後装着体の下部側に設けた
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、前側に遊技領域１２ａを有する遊技盤１２と、遊技球を前記遊技領域１２ａ
から排出するアウト口３７と、遊技球が入球可能な入球手段５０，５１，１５０を有し且
つ前記遊技領域１２ａにおける前記アウト口３７よりも上側に配置される入球装置４２，
４２′，１５１と、磁気を検知可能な磁気センサ８４とを備えた遊技機において、前記入
球装置４２，４２′，１５１は、前記遊技盤１２に対して前側から装着される前装着体７
１と、前記遊技盤１２及び／又は前記前装着体７１に対して後側から装着される後装着体
７２とを有し、前記磁気センサ８４を支持するセンサ支持部８５を前記後装着体７２の下
部側に設けたものである。
　また、前側に遊技領域１２ａを有する遊技盤１２と、遊技球が入球可能な入球手段５０
，５１，１５０を有し且つ前記遊技領域１２ａに配置される入球装置４２，４２′，１５
１と、磁気を検知可能な磁気センサ８４とを備えた遊技機において、前記入球装置４２，
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４２′，１５１は、前記遊技盤１２の前面に沿って配置される前面部材７３，１６１を備
え、前記前面部材７３，１６１の後側近傍に前記磁気センサ８４を配置してもよい。
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